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1　は　じ　め　に

裏作を左右する主な要因には，気象条件，栄養条件．病

原の有無が上げられる。病原による重病の発生は，消毒の

徹底により大半は防除することが可能であるが，初秋査期

のような高温姦期においては，気象環境を適切に維持する

ことは困難な場合が多い】－。一般に初秋毎期の姦作は．春

蚕期に比べて劣る。加えて，初秋姦期には．春蚕の残桑や

壌小枝桑等が給与される場合もあり，これによって更に蚕

作を低下させているものと考えられる2）。本試験では，5

齢期の飼育温度と不良桑の給与及び給与時期が虫繭質に与

える影響について検討したので報告する。

2　拭　験　方　法

（1）燻小枝桑給与と虫繭質

恒温恒湿蚕室において．飼育温度を23℃と30℃にそれぞ

れ設定し．5齢期間を前期，中期．後期に分け，各期間に

倭小枝桑を連続給与した。蚕品種は錦秋×鐘和を供試し，

1区100頭の2遵制で飼育した。

は）壕小枝桑の飼料効率

試験区は，1区30頑の2遵制とし，恒温恒温蚕室におい

て飼育温度を23℃と30℃に設定し，普通校桑給与を対照に

倭小枝桑給与による，姦品種錦秋×鐘和の食下量，消化量

及び消化率を求めるとともに繭質を検討した。

なお（1）及び（2）の試尉こおける給与桑は，中刈仕立のもの

から倒伏枝を除く普通枝桑と矯小枝桑を供試した。

（3）高温飼育及び残桑給与と虫繭質

飼育温度は25℃を対照に高温区は30℃とし，飼育期間は

3齢期間，4齢期間，5齢前～中期間．5齢後期～萩中2

日間とした。また，残桑給与時期は，3齢期間，4齢期間．

5齢前～中期間に分けて行なった。他の期間は根刈，春切

り株の普通枝桑給与した。蚕品種は錦秋×鐘和で，1区100

頑の2連制とした。

また，給与桑として使用した，残桑と普通枝桑の成分分

析を常法により行なった。

3　試験結果及び考察

（1）壊小枝桑給与と虫繭質

表1に時期別種小枝桑給与の飼育成績の結果を示した。

温度条件を23℃に設定した1～4区において，対照の1区

に比べ壌′ト枝桑給与区の化蛸歩合が劣る傾向がみられ，2

～3区の早い時期の給与区で著しかった。また．繭垂では，

硬小枝桑の給与区がいずれも軽く，中でも4区のように遅

い時期の給与はど軽かった。温度条件を30℃に設定した5

～8区においては，対照の5区に比べて倭小枝桑を給与し

た6．7区の前・中期給与で減盃が著しく，化桶歩合でも

同様であった。繭垂では∴頓小枝桑の給与区が若干軽かっ

た。

これらのことから，燻小枝桑の給与は，5齢前期給与で

虫質に及ぼす影響が大きく，また，5齢後期給与では繭質

に影響すると考えられた。更に高温条件下での飼育により，

虫質及び繭質の劣化を著しく助長するものと思われた。

表1時期別燻小枝桑給与試験飼育成績

虞 5　 齢
飼 育 経 過

（日 時）

叔 貞

節
化 蠣 歩 合

（％ ）

繭　 垂

（g ）

貞 層 垂

（eg ）

繭 竺

験

区

前期 中期 後 期 歩 口

（％ ）

1 0 0 （⊃ 7 ．0 7 0 9 7 （IO O 〉 1，9 1（10 0 ） 一絡．2 2 3，8

2 ● 0 0 7．0 7 2 9 1 （ 9 4 ） l．8 5 （ ％ ） 42 ．6 2 3 ．0

3 0 ● 0 7 ．0 7 1 93 （ 9 6 ） 】．8 Ⅰ（ 9 3 ） 4 2．5 2 3 ．5

4 0 0 ● 7 ．0 7 1 9 6 （ 9 9 ） 1 ．7 1 （ 88 ） 4 0 ．5 2 3 ．6

5 0 0 0 6 ．0 0 7 77 （10 0 ） 1，5 3 （】（氾） 3 5 ．5 2 3 ．2

6 ● 0 0 6 ．0 0 2 2 5 1（ 6 6 ） 1．5 1 （ 9 9 ） 記．8 2 1．7

7 0 ● 0 6，0 0 1 4 5 9 （ 7 7 ） 1．4 8 （ 9 7 ） 3 3．6 2 2 ．7

8 0 0 ● 6 ．0 0 5 7 6 （ 9 9 I 1．4 8 （ 9 7 ） 33 ．2 2 2 ．5

鰯　●：わい小枝桑給与．〇二普通桑給与

飼帝温度：ト～4－23℃．5一一8－30℃

表2　燻小枝桑の飼料効果（対1頗）

試 験 区 飼　 料
食 下篭 消 化 鐘 消化 率 単 繭 垂 繭 層 垂 繭 届 歩合

（び〝g ） （D W g ） （％ ） （g ） （C g ） （％ ）

1 普 通 桑 4 ．4 3 1．64 36 ．9 2 ．1 0 5 l．6 2 4 ．6

2 瑳 小 枝 桑 4 ．2 1 1．3 0 3 3 ．9 1．6 0 3 8 ，0 2 3 ．8

3 普 通 彙 2 ．5 1 0 ．沸 3 5 ，0 1 ．5 5 3 6 ．6 2 3 ，6

4 換 小 枝 桑 2 ．6 9 0 ．8 0 2 9 ．9 L 4 1 3 0 ，7 2 1．7

鼓　飼育温度こい2区－お℃，3・4区－30℃

（2）倭小枝桑の飼料効率

（1）の試験に用いた桑糞の飼料効率を調査した結果を表2

に示した。温度条件を23℃に設定した1．2区において，

倭小枝桑を給与した2区の食下量及び消化量はやや少なく，

消化率も低下した。また，単繭重，繭層垂においても棲小

枝桑給与区が軽かった。30℃に設定した3，4区では，23

℃区に比べて各調査項目で劣り，額小枝桑を給与した4区
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が，3区に比べて食下量がやや多かったものの，消化量，

消化率ともに低下し，単繭垂，繭層重が軽く，繭層歩合は

低下した。

これらのことから，倭小枝桑は普通枝桑に比べて栄養条

件的に飼料効率が劣り，高温条件での飼育により更に虫繭

質に及ぼす影響が大きくなるものと思われた。

（3）高温飼育及び残桑給与と虫繭質

高温飼育と残桑給与による飼育成績を表3に示した。普

表3　残桑給与試験飼育成績

通桑給与で高温飼育させた2～6区において，それぞれの

時期で1区に比べて飼育経過が短縮した。5齢後期及び萩

中で高温飼育の6区では，減蚕歩合，化蛸歩合が劣り，ま

た，繭垂．繭層重が軽く，繭層歩合も低下した。

飼育温度を25℃で時期別に痍桑を給与した7～9区にお

いて，残桑を給与した各時期で飼育経過が延長した。また，

5齢前～中期に残桑給与の9区で減蚕歩合が高く，繭垂，

繭層垂も軽かった。

試

験

区

3 齢 4 齢

5　 齢 庚 申

2 日

飼 育 経 過 （ 日 ．時 ） 減 義　A
化 痛 歩 合

（％ ）

繭　 重

くg ）

繭 層 垂

（C だ ）

繭 届 歩 合

（％ ）前 中 期 後 期 3 齢 4 1給 5 齢 3 － 5 齢 歩 口

（％ ）

1 0 △ ○ △ ○ △ 0 △ 0 4 ．0 6 5 ．1 8 7 ． 0 5 1 7 ．0 5 6 ．5 9 3 ．5 （1 0 0 ） 1 ．9 0 （1 0 0 ） 4 5 ． 8 （ 10 0 ） 2 4 ．1 （1 0 0 ）

2 ● △ 0 △ ○ △ ○ △ ○ 3 ．0 6 5 ．0 0 6 ．1 8 1 5 ． 0 0 6 ． 5 9 3 ． 5 （1 0 0 ） 2 ．0 3 （1 0 7 ） 弧 1 （1 0 9 ） 2 4 ．7 （1 0 2 ）

3 ○ △ ● △ ○ △ ○ △ 0 4 ．0 6 5 ．0 0 7 ．1 8 1 7 ． 0 0 9 ．0 9 1 ．0 （ 9 7 ） 1 ．9 5 （1 0 3 ） 4 7 ．6 （1 0 4 ） 2 4 ．3 （1 0 1 ）

4 0 △ ○ △ ● △ 0 △ ○ 4 ．0 6 5 ． 18 7 ．0 1 1 7 ．0 1 7 ．0 9 3 ．0 （ 9 9 ） 1 ．8 5 （ 9 7 ） 4 4 ．2 （ 9 7 ） 2 3 ．9 （ 9 9 ）

5 0 △ 0 △ （）△ ● △ 0 4 ．0 6 5 ．1 8 7 ． 0 1 1 7 ．0 1 5 ．5 9 4 ．5 （1 0 1 ） 1 ．9 2 （1 0 1 ） 4 5 ．9 （1 0 0 ） 2 3 ．9 （ 9 9 ）

6 C l△ 0 △ 0 △ ● △ ● 4 ．0 6 5 ．1 8 7 ．0 1 1 7 ．0 1 1 6 ．5 8 3 ．5 （ 8 9 ） 1 ．8 3 （ ％ ） 4 2 ． 1 （ 9 2 ） 2 3 ．0 （ 9 5 ）

7 ○ ▲ ○ △ 0 △ ○ △ ○ 5 ．0 0 5 ．0 6 6 ，2 3 1 7 ．0 5 3 ．5 9 6 ． 5 （10 3 ） 1．8 9 （ 9 9 ） 4 4 ．9 （ 9 8 ） 2 3 ．7 （ 9 8 ）

8 ○ △ ○ ▲ ○ △ 0 △ ○ 4 ．0 6 6 ．0 0 6 ．2 3 1 7 ．0 5 6 ． 5 9 3 ．5 （1 0 0 ） 1 ．8 3 （ 9 6 ） 4 1 ．8 （ 9 1 ） 2 2 ．9 （ 9 5 ）

9 ○ △ 0 △ 0 ▲ ○ △ 0 4 ．0 6 5 ． 1 8 8 ．0 4 18 ．0 4 1 0 ．5 8 9 ．5 （ 9 6 ） 1 ．6 8 （ 8 8 ） 3 8 ．1 （ 8 3 ） 2 2 ． 7 （ 9 4 ）

1 0 ○ △ ○ △ 0 ▲ ● △ ● 4 ．0 6 5 ． 1 8 7 ．0 5 1 7 ． 0 5 2 2 ．5 7 7 ．5 （ 8 3 ） 1 ．5 3 （ 8 1 ） 3 3 ．8 （ 7 4 ） 2 2 ． 1 （ 9 2 ）

1 1 ○ ▲ 0 ▲ J ▲ ● △ ● 5 ．0 0 6 ．（氾 7 ．0 8 18 ．0 8 1 8 ．5 8 1 ．5 （ 8 7 ） 1 ．5 3 （ 8 1 ） 3 3 ∴ h　 7 2 ） 2 1 ．7 （ 9 0 ）

鯖 】給 与 桑 － △ ： 普 通 免　 ▲ ：銭 桑 ， 温 度 条 件 一 〇 ： 2 5 ℃ ， ● ： 3 0 ℃ ， 5 齢 後 期 ＝上 農 2 日 前 ． 庚 申 2 日 ： 上 康 成 2 日 間

5齢前～中期及び3齢以降5齢中期までに残桑を給与し，

5齢後期から萩中2日間高温接触させた10，11区において

は，11区で飼育経過が延長し，10，11区で減蚕歩合が高く，

繭重，繭層重が軽く，繭層歩合は低かった。

以上のことから，残桑給与は垂児に栄養不良をきたし，

これに高温条件が加わることで更に虫繭質の低下を招いた

ものと考えられた。

給与した残桑と普通桑の成分分析結果を表4に示した。

残桑は普通桑に比べて糞面積重が軽く，窒素含量が36％程

少ない結果であった。このように窒素含量が少ないことが

姦児の栄養条件に関与し，飼育経過の延長と虫繭質の低下

を大きくするものと思われた。

4　ま　　と　　め

初秋蚕期のような高温姦期においては，高温条件が虫繭

質を低下させるが，そこに栄養不良条件が加わることによ

表4　残桑と普通桑の葉質

供 試 乗
彙面横垂 （D 水 分 奉 T － N T － P K
叫 ／d （％ ） （％ ） 喝 ／g 喝 ／g

残　 桑 5 ．9 3 6 6．8 1．38 4 ．8 1 3．8 5

普 通 桑 7．56 6 3．2 2．17 4 ．8 4 3．54

り，更に虫繭質の低下を招く危険性がある。したがって，

初秋蚕期のような高温時には∴蚕室の環境維持に努めると

ともに良桑を給与することが肝要である。
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